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実 験 結 果
1. 年血清感作実験






































度では H37Rv菌の発育を 倭に抑制 し得ること
第
- 13-





























































一汁 ≠ -H- ≠ ･+
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第 5日日････-･･1.0mg '/ '/
第 9日日･･--･･･1.5mg '/ '/
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第 4表は感作家兎血清分画の Widal値 を 示
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影響を SCM にて検 した結果である｡感作血清
と正常血清との唯一の差異は Albumin分画の


































･ saline :Kirchner'sliquid !
sensitizedrabbitsl + ! ≠ ~｢
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血清蛋白分画を用いての分析的研 究 の 結 果
は,感作血清における菌発育増進作用の低下は
Albumin分画の 増進作用の 低下が主因で あっ
て,γ-Globulinの菌発育抑制作用の増加に基 く
ものではないことを示 した｡
以上の結果は,生菌又は死菌結核ワクチンで
特異的に免疫 した場合の血清及び血清分画の作
用の変化と軌を一にするものであり,結核免疫
の本態の解明に対 し重要な示唆を与えるものと
考える｡
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